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平成 30年 7月 20日 

名古屋教育医療記者会 各位 

名古屋市立大学 

医学・病院管理部 教育研究課 

担当：課長 田中 雅隆 

電話：052-853-8076 

（名古屋市政記者クラブ・蒲郡市政記者クラブと同時発表） 

 

～再生医療のまちづくりへ大きな一歩！～ 

蒲郡市と再生医療の実施における相互協力に関する協定を締結 

(協定締結式開催のご案内) 

 

名古屋市立大学（理事長 郡 健二郎）と蒲郡市（蒲郡市長 稲葉 正吉）との間で、再生医療の

実施にかかる協定を締結することとし、下記のとおり協定締結式を開催することとなりましたの

でお知らせするとともに、是非ご取材いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 

本協定は、再生医療に関する研究や治療の実施にあたり、相互に協力するともに、双方の再生医

療分野の進展に寄与することを目的としています。名古屋市立大学は、蒲郡市が計画する再生医療

の立案や研究計画書作成等に対する支援、技術的指導に加え、「再生医療のまちづくり」のために

実施される事業への支援を行なっていきます。 

 

【名古屋市立大学と蒲郡市との再生医療の実施における相互協力に関する協定締結式の概要】 

１ 日時  平成 30 年 7 月 26 日(木) 11時 00分 ～ 11時 30分 

２ 場所  名古屋市立大学病院 病棟・中央診療棟 4階 第 2会議室 

３ 参加者(予定) 

名古屋市立大学 理事長 郡 健二郎 

副理事長 丹羽 吉彦 

理事（研究・国際）今泉 祐治 

医学研究科長 道川 誠 

副病院長(研究担当) 飯田 真介 

臨床研究開発支援センター長 神谷 武 はじめ大学関係者 

蒲郡市  蒲郡市長 稲葉 正吉 

蒲郡市民病院 最高経営責任者 城 卓志 

蒲郡市民病院長 河辺 義和 

事務局長 中神 典秀 

蒲郡市企画部長 飯島 伸幸 はじめ蒲郡市関係者 

４ 協定の概要 

（１）蒲郡市が計画する再生医療の立案、研究計画書の作成等に対する支援 

（２）蒲郡市が実施する再生医療に関する技術的指導 

（３）蒲郡市が目指す「再生医療のまちづくり」のために実施する事業への支援 

（４）名古屋市立大学が実施する再生医療について、「蒲郡市民病院特定認定再生

医療等委員会」へ審査等業務を依頼する場合の審査手数料の一部免除 
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『再生医療に関するこれまでの取り組み』 

名古屋市立大学では、尋常性白斑や難治性皮膚潰瘍の治療に培養表皮移植（再生医療等安全性確

保法における第２種再生医療等に該当）の有効性を検証する臨床研究などを実施しております。 

一方、蒲郡市では、細胞培養加工により培養表皮や自家培養軟骨を製造している企業（株式会社

ジャパン・ティッシュ・エンジニアリング）があり、更には自治体で唯一、特定認定再生医療等委

員会を設置しており、シンポジウムや教育活動などを通じて「再生医療のまちづくり」に取り組ん

でいます。 

 

 

【取材申し込み方法】 

下記申し込み先まで、E-Mail または FAX にてご連絡ください。その際、下記の

項目についてお伝えください。 

・会社名 

・取材人数 

・取材希望時間 

・連絡先 

 

【申し込み先】名古屋市立大学病院 経営課経営係 担当：榊原、佐藤 

TEL：052-858-7114 FAX：052-858-7537  

E-Mail：hpkouhou@sec.nagoya-cu.ac.jp 

 

mailto:hpkouhou@sec.nagoya-cu.ac.jp

